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【報告】適正技術フォーラム準備イベント「小規模分散型テクノロジーの可能性」を開催 
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適正技術の開発と普及を促すセクター横断的なプラットフォームとして「適正技術フォーラム」の設立準備

が進んでいますが、その準備イベントとしまして、2017 年 5 月 21 日（日）に、セミナー・パネルディスカッション

「小規模分散型テクノロジーの可能性」（適正技術フォーラム準備委員会主催、特定非営利活動法人 APEX

共催）が開催されました。イベントは、市ヶ谷の JICA地球ひろば国際会議場にて行われ、計 81名の方々が参

加されました。 

 

趣旨説明および講演 

「適正技術とこれからの技術体系―アジアでの実践をふまえて」 

田中直 （特定非営利活動法人 APEX代表理事） 

 

 

 

 

講演 

「適正技術による途上国用各種機器の開発と普及」 

牛山泉 （足利工業大学理事長・名誉教授） 

 

 

 

 

講演 

「途上国における小規模分散型サニテーションと適正技術」 

北脇秀敏 （東洋大学副学長・教授） 

 

 

 

 

講演 

「自然エネルギーに基づく節エネ社会構築の展望と適正技術の役割」 

堀尾正靱 （東京農工大学名誉教授） 

 

 

 

2017年 5月 30日 



趣旨説明のあと、水と衛生、エネルギーなどの分野の適正技術に関する、実践をふまえた講演が各講師から

なされました。また、パネルディスカッションでは、フォーラムのあり方などについて、参加された方々との活発な

意見交換が行われました。プログラム終了後に JICA地球ひろば内の J’s Caféで開かれた懇親会には 42名の

方が参加され、大学、企業、NGOなど、さまざまなセクターの方々の間で親睦を深めました。 

 

活発な意見交換やアンケートから、参加された方々のフォーラムへの関心が高さ、期待の大きさが感じられ

るものとなりました。今後は、適正技術フォーラム準備委員会中心に要綱をまとめ、秋に国際会議を開催して、

その際に、フォーラム設立の運びとなる予定です。 

 

       
 

 

 

イベント概要 

 

【イベント名】 

適正技術フォーラム準備イベント 

セミナー・パネルディスカッション 

「小規模分散型テクノロジーの可能性」 

 

【日時】 

2017年 5月 21日（日） 13:30～18:00 

 

【会場】 

JICA地球ひろば 国際会議場（東京、市ヶ谷） 

 

【主催】 適正技術フォーラム準備委員会 

 

【共催・事務局】 （特活）APEX 

 

 

【後援】 

外務省 

毎日新聞社 

（特活）国際協力 NGOセンター 

（特活）開発教育協会 

 

【賛同団体】 

（特活）アジア・コミュニティ・センター21 

（特活）アジア太平洋資料センター 

（特活）「環境・持続社会」研究センター 

（一財）CSOネットワーク 

（特活）シャプラニール＝市民による海外協力の会 

（特活）日本国際ボランティアセンター 

（特活）ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン 

（特活）ブリッジ エーシア ジャパン 

 

 

本フォーラムについてのお問合せ先 

適正技術フォーラム準備委員会事務局 特定非営利活動法人ＡＰＥＸ （担当：塩原） 

〒110-0003 東京都台東区根岸 1-5-12 井上ビル 

Tel: 03-3875-9286 Fax: 03-3875-9306 

Email: tokyo-office@apex-ngo.org http://apex-ngo.org/ 

以上 

フロアのようす パネルディスカッション 懇親会 

mailto:tokyo-office@apex-ngo.org

